
フリードリヒ・ストリーボック                               （Friedrich 

Strueby, Striby または Streabbog という筆名も使用）は、ドイツ生まれの作曲家で、特に

ピアノ教育の分野で知られています。19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて活躍し

た作曲家で、ピアノ教育者として多くのピアノ練習曲や教材を作曲しました。ストリーボ

ックの作品は、主にピアノ学習者向けのシンプルで親しみやすいもので、特に初学

者に対して有益な練習曲を数多く残しています。 

ストリーボックの生涯に関する詳細な情報は限られていますが、彼は主に 19 世紀ヨ

ーロッパで活躍した人物であり、ピアノ教育に専念していました。生涯を通じて教育の

現場に深く関与しており、彼の多くの作品はピアノの学習者に向けたものです。そのた

め、彼の名は特に教育者や音楽学生に広く知られています。 

ストリーボックの作品は、ほぼすべてがピアノ学習者向けの教材に焦点を当てていま

す。彼は、特に初級から中級レベルのピアノ学生を対象にした練習曲やエチュードを数

多く作曲しました。これらの作品は、学習者にとって技術的な課題を含みながらも、音

楽的な表現力を養うために設計されています。 

《25 のやさしい練習曲》Op.63                                             

この作品集は、ピアノ学習者にとって重要な教材の一つです。練習曲はシンプルな

構成ながら、基本的なテクニックを習得するために効果的で、ピアノの基礎を身につ

けることができます。 

ストリーボック（Jean-Louis Streabbog、実名：Jean Louis Gobbaerts）は、19 世紀ベルギーの

作曲家であり、特に初学者向けのピアノ練習曲で知られています。彼の《25 のやさしい

練習曲 Op.63》は、ピアノ初学者のための技術的な基礎を築くことを目的とした作品集

です。各曲は短く、特定の技術に焦点を当てながらも、音楽的な表現力も大切にされて

います。以下に、代表的な曲について詳しく説明します。 

1. No. 1: さわやかな朝（Allegro） 

• 技術的課題: 基本的なスケールの練習と、右手と左手の協調を強化します。

テンポを維持しながらスムーズな指の動きを練習します。 



• 音楽的特徴: 明るく、元気な雰囲気で、ピアノ学習の出発点として理想的な曲

です。 

2. No. 2: 夕べの祈り（Andante） 

• 技術的課題: レガート奏法の練習です。特に音と音のつながりや、ペダルの使

い方に焦点が当たります。 

• 音楽的特徴: 静かで穏やかなメロディが特徴。祈りを思わせる荘厳な雰囲気を

持つ曲です。 

3. No. 3: おどけた人形（Scherzando） 

• 技術的課題: 速いパッセージと跳ねるようなリズムが特徴。指の独立性と、軽

快なタッチを練習します。 

• 音楽的特徴: 軽やかでユーモラスな性格を持ち、子供にも親しみやすい曲で

す。 

4. No. 4: 子守歌（Andante） 

• 技術的課題: ゆったりとしたテンポで、音の連結性を保ちながら演奏します。柔

らかなタッチを習得する練習です。 

• 音楽的特徴: 優しいメロディが眠りを誘うような美しさを持ち、リラクゼーションの効

果があります。 

5. No. 5: マーチ（Marcia） 

• 技術的課題: 左手の規則的なリズムを維持しながら、右手のメロディを際立た

せる練習です。リズムの安定感を強化します。 

• 音楽的特徴: 行進曲風のリズムが特徴的で、しっかりとした演奏が求められま

す。 

6. No. 6: 小さなワルツ（Valse） 



• 技術的課題: 3 拍子のリズムを感じながら、旋律を滑らかに弾く練習です。左右

の手のバランスが重要です。 

• 音楽的特徴: 優雅で軽やかなワルツの雰囲気があり、リズム感を養います。 

7. No. 7: 小さなタランテラ（Tarantella） 

• 技術的課題: 速いテンポで、指の素早い動きを鍛える練習曲です。手の運動

性を高めるために適しています。 

• 音楽的特徴: イタリアの民族舞曲タランテラのリズムが特徴的で、活発なエネ

ルギーを感じさせます。 

8. No. 8: ロマンス（Romance） 

• 技術的課題: 美しいメロディを弾きながら、右手と左手のバランスを保つ練習で

す。感情表現が大切です。 

• 音楽的特徴: ロマンティックな旋律と穏やかな和音進行が、甘美な音楽を作り

出します。 

9. No. 9: 小さなポルカ（Polka） 

• 技術的課題: 軽快なリズムと正確なタイミングを養う練習です。左右の手のスム

ーズな連携が求められます。 

• 音楽的特徴: 明るく、楽しいダンスリズムが特徴で、活気のある演奏が求められ

ます。 

10. No. 10: 小さなギャロップ（Galop） 

• 技術的課題: 速いテンポで、手の拡張やスムーズなパッセージを練習します。

特にリズムの安定性が重要です。 

• 音楽的特徴: 活発で急速なテンポが特徴的なギャロップです。エネルギッシュ

な演奏が必要です。 

 



この作品集は、ピアノの基本的なテクニックを段階的に学べるように構成されており、各

曲が異なる技術的課題に焦点を当てています。曲を通じてリズム感やフレージング、タッ

チ、テンポ感などが磨かれるため、初学者にとって非常に有益な練習曲集です。また、

単に技術的な練習にとどまらず、音楽的な表現力も養うことができる点が特徴です。 

 

《12 の進歩的な練習曲》Op.88                                          こ

の作品集は、より高度なテクニックを学習するためのもので、学生が次のレベルに進

むために必要なスキルを習得することを目指しています。和音の扱いや指の独立性、

アルペジオの技術など、さまざまな側面に焦点を当てています。 

ジャン＝ルイ・ストリーボック（Jean-Louis Streabbog、実名：ジャン＝ルイ・ゴバール）の《12の

進歩的な練習曲 Op.88》は、ピアノの初中級者に向けて、段階的に技術を学べるように

設計された作品集です。各練習曲は異なる技術的課題を持っており、演奏者の技術を

徐々に高めていくことが目的です。以下に、各曲について解説します。 

1. No. 1: Allegro Moderato 

• 技術的課題: 右手のスケールパッセージを中心に、滑らかな音の流れを保つ

練習です。特に指の独立性とスピード感を高めることに重点が置かれています。 

• 音楽的特徴: 力強く元気なメロディで、演奏者に明確なリズム感を要求します。 

2. No. 2: Andante cantabile 

• 技術的課題: 旋律を美しく歌うように弾く練習です。ペダルの使用と、音のつな

ぎ方（レガート）に重点が置かれ、表現力が試されます。 

• 音楽的特徴: 静かで情感豊かなメロディ。音楽の内面的な表現が大切です。 

3. No. 3: Allegretto 

• 技術的課題: シンコペーションのリズムと、左右の手のバランスを取る練習で

す。特に軽快でリズミカルなタッチを求められます。 



• 音楽的特徴: 軽やかで遊び心のあるキャラクター。躍動感が感じられる曲で

す。 

4. No. 4: Allegro 

• 技術的課題: 左手のアルペジオと右手のメロディを同時に弾く練習です。手の

独立性と、右手のメロディの際立たせ方がポイントです。 

• 音楽的特徴: 力強く、ドラマティックな雰囲気。テンポとダイナミクスをコントロール

しながら演奏します。 

5. No. 5: Andantino 

• 技術的課題: 両手のバランスとフレーズの明確さを追求する練習です。音の抑

揚と、メロディを自然に弾く技術が必要です。 

• 音楽的特徴: 穏やかで優美な雰囲気。落ち着いたテンポでの演奏が要求さ

れます。 

6. No. 6: Moderato 

• 技術的課題: アルベルティバス（Alberti Bass）の伴奏パターンと、右手のメロディ

を同時に演奏する練習。左右の手のバランスが重要です。 

• 音楽的特徴: 古典的な感じの落ち着いた楽曲。形式的にも均整が取れていま

す。 

7. No. 7: Vivace 

• 技術的課題: 速いテンポでの指の独立性や、手の素早い動きが求められる練

習です。跳ねるようなリズム感と速いパッセージを攻略します。 

• 音楽的特徴: 生き生きとした楽しいキャラクター。演奏者の技術力が試される

曲です。 

8. No. 8: Allegretto grazioso 



• 技術的課題: グレイスノート（装飾音）の扱いや、柔らかなタッチを学ぶ練習で

す。特に優雅さとニュアンスが求められます。 

• 音楽的特徴: 優雅で繊細な雰囲気を持つ楽曲。表現力豊かな演奏が必要

です。 

9. No. 9: Allegro non troppo 

• 技術的課題: 左手のリズムと右手のメロディを独立させて演奏する練習です。

手の独立性やリズムの安定性を養います。 

• 音楽的特徴: しっかりとしたリズム感が重要な曲で、動きのあるメロディが印象的

です。 

10. No. 10: Andante sostenuto 

• 技術的課題: 音の連結や、ペダルを使いながらメロディを豊かに表現する練習

です。レガート奏法が重要です。 

• 音楽的特徴: 厳かで感情的な雰囲気。音の流れを大切にした、深い表現が

求められます。 

11. No. 11: Allegro vivo 

• 技術的課題: スタッカート奏法と跳ねるようなリズムを練習する曲です。指の敏

捷性や跳ねるタッチを習得します。 

• 音楽的特徴: 活発でエネルギッシュなキャラクター。力強い演奏が求められま

す。 

12. No. 12: Presto 

• 技術的課題: 非常に速いテンポでの演奏が求められ、手の動きの素早さやリ

ズムの正確さを磨く曲です。 

• 音楽的特徴: 作品全体のフィナーレとして、壮大かつスピード感にあふれた楽

曲。演奏者の技術力が問われる曲です。 



この《12 の進歩的な練習曲 Op.88》は、ピアノを学ぶ初中級者にとって重要な  技術

を段階的に習得するための優れた教材です。各曲は特定の技術的課題に 焦点を当

てており、演奏者の技術力を一歩ずつ向上させる設計になっています。音楽的にも魅

力的で、単なる練習曲に留まらず、音楽表現を深める機会を提供 してくれます。 

 

《練習曲集》                                                         

ストリーボックの練習曲集には、技術的なトレーニングだけでなく、音楽的な表現力や

感情の豊かさも含まれており、単なる指の訓練に終わらないものが多いです。これら

の作品は、初心者から中級者向けの教材として広く使用されています。 

ストリーボックの音楽的な思想は、教育と技術の向上に重点を置いていたと考えられ

ます。彼の作品は、学生が段階的にスキルを身につけられるように工夫されており、初

心者向けの教材としての完成度が高いです。彼の作風は、難易度を上げつつも学

習者のモチベーションを保ちやすいように、音楽的に楽しめる要素が含まれている点

が特徴的です。 

ストリーボックの人間関係に関する具体的な記録はあまり残されていません。彼は主

に教育者として活動していたため、同時代の著名な作曲家や音楽家との関係につ

いての情報は乏しいです。しかし、彼の作品がピアノ教育界で重要な役割を果たして

いたことから、多くのピアノ教師や学生たちに尊敬されていたと考えられます。 

ストリーボックは、ピアノ教育の分野で大きな影響を与えました。彼の練習曲や教材

は、現在でも世界中のピアノ教育で使用されています。特に初心者向けの教材として

は非常に有用で、彼の作品は世代を超えてピアノ教育の基本となっています。 

フリードリヒ・ストリーボックは、19 世紀から 20 世紀にかけて活躍したピアノ教育者であ

り、彼の作品は現在でもピアノ学習者に広く親しまれています。彼の思想は、音楽的

表現と技術的トレーニングを両立させるものであり、彼の練習曲集は学習者にとって

非常に役立つ教材となっています。 
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